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新
年
あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　　

日
頃
よ
り
南
部
町
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
10
月
19
日
か
ら
21
日
の
３

日
間
第
36
回
全
国
健
康
福
祉
大
会
と

っ
と
り
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク　

は

ば
た
け
鳥
取
２
０
２
４
」「
咲
か
せ
よ

う　

砂
丘
に
長
寿
と　

笑
み
の
花
」
が

開
催
さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
米

子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
「
地
域
文
化
伝
承
館
」
を
担

当
し
ま
し
た
。

　

南
部
町
か
ら
は
芸
能
で
ま
い
ち
ょ

こ
音
頭
・
小
松
谷
盆
踊
り
、
展
示
で
藁

細
工
、
鏝
（
こ
て
）
絵
・
一
式
飾
り
で

参
加
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
方

に
お
出
か
け
い
た
だ
き
、
ま
た
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
の
ご
協
力
も
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
南
部
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
例
年
の
行
事
で
あ
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
講
演
会
・
芸

能
大
会
、
健
康
福
祉
運
動
会
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
大
会
、
な
ど
計
画
ど
お
り
順
調

に
実
行
で
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
南
部

町
出
身
の
著
名
な
人
形
作
家
・
安
部
朱

美
さ
ん
の
講
演
は
盛
会
で
し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

昨
年
は
、
鳥
取
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
が
設
立
60
周
年
の
節
目
で
し
た
。
こ

の
１
月
に
は
そ
の
記
念
誌
が
発
行
さ

れ
ま
す
。

　

歴
史
あ
る
連
合
会
で
す
が
、
残
念
な

こ
と
に
足
元
で
は
年
々
会
員
数
が
減

少
し
て
き
て
お
り
こ
の
ま
ま
で
は
南

部
町
老
人
ク
ラ
ブ
も
先
行
き
不
安
が

尽
き
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合

っ
て
会
員
数
を
増
や
し
て
い
け
た
ら

と
念
じ
て
い
ま
す
。

　

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に

と
っ
て
幸
せ
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

会
長庄

倉
　
三
保
子

（藁細工）干支　大国尚寿会　潮 昭弘

（書） 天津百寿会　大塚 賢一

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

役
　
員
　
一
　
同

会
　
　
　
長

庄
倉
三
保
子

副
　
会
　
長

原　
　

和
正

　
　
〃

垂
水　

英
俊

　
　
〃

小
倉　

栄
子

監
　
　
　
事

井
上　
　

武

　
　
〃
　
　

佐
伯　
　

操

総
務
委
員
長

野
口　

賢
治

保
健
体
育

委
　
員
　
長

大
塚　

賢
一

文
教
委
員
長

潮　
　

昭
弘

女
性
委
員
長

小
倉　

栄
子

若
手
委
員
長

細
川　

民
治

会
　
　
　
計

野
口　

昭
男

事
務
局
長

原　
　

和
正

（
任
期   

令
和
５
〜
６
年
度
）

理
事
（ 

単
位
ク
ラ
ブ
会
長 

）

野
口　

昭
男　

 

小
杉　

達
男

亀
尾　

公
美 　

亀
尾　

正
明

前
田　

愼
三 　

井
上　
　

武

吉
持　

一
男 　

垂
水　

英
俊

池
田　

和
子 　

佐
伯　
　

操

岡
田　

久
男　

 

岡
田　

康
文
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今
年
度
は
県
老
ク
連
か
ら
の
要
請
で
特

別
な
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
」
で
全
国
か
ら
集
ま
る
人
達
に
配

る
記
念
品
の
袋
詰
め
で
す
。

　

５
人
役
の
要
請
で
し
た
が
、
庄
倉
会
長

以
下
、
女
性
委
員
会
全
員
の
総
勢
10
人
で

参
加
し
ま
し
た
。（
９
月
４
日
）

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
・
カ
ー
ド
と
木
製
コ
ー
ス

タ
ー
を
袋
に
入
れ
る
の
で
す
が
、
カ
ー
ド

や
袋
が
し
わ
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら
心
を
込
め
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
毎
年
定
例
の
女
性
委
員
会
活
動
も
次
の
と
お
り
行
い
ま

し
た
。

⑴ 

老
ク
連
行
事
の
運
営
分
担

①
講
演
会
・
芸
能
大
会

受
付
業
務
は
簡
素
化
さ
れ
た
の
で
や
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

弁
当
の
お
渡
し
も
き
ち
ん
と
で
き
ま
し
た
。

②
健
康
福
祉
運
動
会

旧
会
見
・
西
伯
が
統
合
し
て
２
回
目
で
し
た
の
で
要
領
も
分

か
っ
て
き
て
何
と
か
乗
り
越
え
ま
し
た
。

⑵ 
雑
巾
１
枚
運
動

　

毎
年
11
月
末
締
め
切
り
に
し
て
い
ま
す
。
12
月
初
旬
に
、
各
保
育

園
、小
学
校
、ゆ
う
ら
く
な
ど
へ
１
年
お
き
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

特
に
コ
ロ
ナ
以
降
、
た
い
へ
ん
助
か
り
ま
す
と
喜
ん
で
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
南
部
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
皆
様
に
は
旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
伝
承
館
で
の
芸
能
文
化
イ
ベ
ン
ト
で
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

お
陰
様
で
多
数
の
県
外
か
ら
の
選
手
、
ご
家
族
や
関
係
者
を
お
迎
え
し
盛

況
の
中
、
無
事
に
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
を
迎
え
る
た
び
に
、
一
年
の
巡
り
が
「
早
い
な
あ
」
と
感

じ
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ
な
説
が

あ
る
そ
う
で
す
が
、
新
鮮
味
の
な
い
単
調
な
毎
日
を
繰
り
返
す
結
果
、
時

間
の
流
れ
を
早
く
感
じ
る
と
い
う
説
も
そ
の
内
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の
中
に
は
80
代
の
方
も
多
数
お
ら

れ
、そ
の
パ
ワ
フ
ル
な
生
き
方
に
感
銘
し
ま
し
た
。
新
年
に
あ
た
っ
て
、

「
い
い
年
に
な
っ
た
」
と
引
き
こ
も
ら
ず
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆

さ
ん
同
様
に
私
も
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
た
い
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　

本
年
の
干
支
は
「
乙
巳
（
き
の
と
・
み
）」
芽
吹
き
成
熟
し
、
転
機
を

迎
え
る
時
期
に
な
る
の
だ
そ
う
で
す
。
新
た
な
事
象
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

に
は
も
っ
て
こ
い
の
干
支
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年
も
変
わ
ら
ず
皆

様
が
パ
ワ
フ
ル
で
、
そ
し
て
健
康
に
気
遣
い
な
が
ら
、
元
気
で
楽
し
い
仲

間
づ
く
り
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

南
部
町
長

　
陶
山
　
清
孝

新
年
の
ご
挨
拶

活
動
報
告

南
部
町
老
ク
連
女
性
委
員
会

 

委
員
長
　
小
倉
　
栄
子
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講演会 芸能大会講演会 芸能大会　6. ９.26（木）　ふるさと交流センター　6. ９.26（木）　ふるさと交流センター

行事統括 ・ 潮 昭弘（文教委員長）（大国）

（唄）潮美津枝　柏尾静江　安達美和子　深田契子　大西くに子　石原宣子　小谷さよみ（童唱会）
　　　小藤律子（指揮）
　　　景山幸雄（宮前）　　長尾誉富（天津）　　　　　　　山田　栄（大国）　　垂水英俊（宮前）
　　　田子健次（天津）　　佐伯直美・佐伯智子（東西町）　小杉達男（東西町）
　　　細田一雄（東西町）　祖田祥三（東西町）　　　　　　亀原義己（大国）
　　　岡野信夫（東西町）　絹谷しずか（東西町）

（踊）原美智子　遠藤清子　前谷志子　竹中幸子　深田契子　潮美津枝　影岡節子（老ク連踊りの会）
　　　原美智子　前谷志子　深田契子　潮美津枝（大国コスモス会）

出演者

「
人
形
に
想
い
を
込
め
て

ご
縁
は
繋
が
る
」

講
演
会

講
師
：
創
作
人
形
作
家

安
部 

朱
美 

氏

芸能大会 司会・原　和正（南部町老ク連　副会長）
（東西町）

　

穏
や
か
な
日
和
の
な
か
、
安
部
さ
ん
の

講
演
会
に
行
く
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

実
は
、
私
は
生
徒
の
一
人
と
し
て
13
年

間
ご
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
間
、
美

術
館
、
そ
し
て
米
子
工
芸
会
の
先
生
方
の

お
宅
に
も
連
れ
て
行
き
勉
強
さ
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
作
品
は
作
る
人
に
似
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
安
部
さ
ん
の
純
真
で
慈
愛

に
満
ち
た
人
形
の
表
情
は
と
て
も
優
し
い

気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

宝
鏡
寺
（
京
都
）
の
全
国
か
ら
の
人
形

応
募
展
に
応
募
さ
れ
、
み
ご
と
優
秀
賞
に

輝
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
不
思
議
な

ご
縁
に
導
か
れ
、
次
々
と
講
演
や
作
品
展

示
の
依
頼
が
来
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も

お
忙
し
い
様
子
で
す
。

　

ど
う
ぞ
お
元
気
で
更
に
高
み
を
目
指
し

て
お
励
み
く
だ
さ
い
。
陰
な
が
ら
お
祈
り

し
て
お
り
ま
す
。

東
西
町
第
二
万
寿
会
　
平
新
　
初
枝

講
演
会
に
寄
せ
て

（写真撮影） 大塚道夫（天津）
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健康福祉運動会健康福祉運動会　6.10.10（木）　あいみドーム　6.10.10（木）　あいみドーム

　令和６年度も“あいみドーム”で南部町長をお招きして運動会が開催されました。町長には魚釣り競
争に参加していただきましたが、なかなか思うように釣れないようでした。種目も昨年度と同じく、魚
釣り競争・ペタンク・ビン転がしリレー・ボウリングリレー・玉入れです。
　特にリレー競技のビン転がしとボウリングは、思うように真っすぐ転がらないボールやビンに対し、
「何で！」と大声を出しながら走る姿に、応援も一緒になって「頑張れ！」の声援。順位は二の次にして、
我を忘れて懸命にボールやビン転がししている選手に拍手したくなるのは私だけでないと思いました。
　玉入れでは皆さん童心にかえって篭をめがけて入れようとしますが、思うように入りません。玉を集
める人と投げ入れる人を分担するチームや、一人で何個も同時に投げ入れる人やら、各チーム工夫した
結果、天津チームが優勝しました。
　成績は表のとおりです。

　高齢化などでだんだん参加人数が減少しつつありますが、今年度も皆さん楽しく参加され競技も順調
に進行して 11時、早めに終了しました。� （保健体育委員長　大塚賢一）

種目別優勝チーム（　  印） ◎ 各種目ごとに１位を表彰

チーム編成 魚釣り
競争 ペタンク ボウリング

リレー
ビン転がし
リレー

玉入れ
競争

緑　東西町（東西町第一　第二）
黄　天津（天津第一　第二）
青　大国・鴨部
赤　会見１（円山　高姫）
白　会見２（宮前　諸木　市山　寺内）

（組）
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　８時 50分開会式、天候は台風 21号の影響で明日からは雨予報でしたが、今日は雲の間から晴
れ間がのぞく絶好のコンディションとなりました。
　庄倉会長が「先日までねんりんピックが鳥取を中心に開催され観光客含めて 60万人の方をお
迎えしました。参加された皆さんはお疲れさまでした。今日は良い天気になり、これも皆さんの
日頃のご精進のおかげです。大いに楽しみましょう。」と挨拶。
　大塚審判長が進行上の注意点を説明して開会式は終了。
　参加者は各ホールに分かれて９時 10分プレー開始。ホールインワンはやや少ないながらも、
参加者は真剣さもあり、笑顔もありで競技されており、老ク連の「皆元気で楽しく愉快にプレー
する」という初期目的は達成出来たのではないでしょうか。11時 10分にプレーは終了。
　今回は各チームの整理番号順にBB賞が与えられ、ホールインワン賞、10位迄の入賞者と合わ
せ賞品が授与されました。閉会 11時 20分。� （大塚賢一）

グラウンドゴルフ 6.10.31（木）　朝鍋 親水公園

南部町老ク連主催  個人戦大会
順位 クラブ名 氏　　名 打数 ホールインワン
優勝 市山秋桜会 石塚　佳子 36 1
準優勝 大国尚寿会 田子小夜子 37 2
3位 天津第一百寿会 松野　紘昭 38 2
4位 円山円友クラブ 竹田　英和 38 1
5位 東西町第一万寿会 野口　昭男 38 1
6位 円山円友クラブ 福田　　守 38 1
7位 大国尚寿会 竹本　　昶 38 0
8位 市山秋桜会 岡田　幹子 39 1
9位 市山秋桜会 山中　範明 39 1
10位 天津第二百寿会 大塚　賢一 39 0

活 報動 告 あれこれ

ウォーキング大会 6．11．11（木）　大国地内　賀茂神社～小原神社（客神社）

　総勢３１名参加のウォーキング大会を実施しました。前半後半各３ｋｍコース（合計は６ｋｍ）を体
力に合わせて選び歩きました。少し肌寒かったですが雨も降らず、全員がゴールの小学校横の南
部町民体育館に向
けて、和やかな会話
をしながら歩きまし
た。快い疲労感が
身体を包んだ楽し
い半日でした。�

（原　和正）

参加者�70名
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役員研修会 6.11.16（土）　岡山県真庭市勝山町「毎来寺」

　中国山地の勝山町は、出雲街道の宿場町。
　丁度、秋の「御前酒まつり」で賑わう街並み保存地
区を見学した後、古い歴史を持つ毎来寺に参拝した。
　岩垣住職が鳥取県出身のご縁もあって近しくご講話
をお聴きした。
　禅の修行中、絵に始まり版画制作により海外で個展
を開催されるなど版画寺として有名。
　寺内は天井、襖、屏風、掛け軸などに般若心経や人
生訓、自由律俳句などの入る約 300 点の版画で埋め
尽くされた美術館であり、心からの勉強をさせても
らった。
　それらの中からご紹介。
・草木も生きている　私も生きている
・雑草は雑草なりの美しさ� （佐伯一二美）

芸能大会（令5）

　

本
号
の
表
紙
に
も
載
せ
て
い
る

「
地
域
文
化
伝
承
館
」
の
紹
介
記
事

と
し
て
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
新
聞

に
大
き
く
載
っ
て
い
る
の
が
、
潮

昭
弘
さ
ん
。

　

南
部
町
内
の
青
少
年
育
成
会
や

各
地
域
振
興
協
議
会
の
正
月
前
行

事
と
し
て
、
長
年
し
め
縄
つ
く
り

を
教
え
て
こ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
地
域
文
化
伝
承
館
」
で
展
示
さ

れ
た
し
め
縄
は
全
長
３
・
５
ｍ
も
あ

る
。
展
示
会
場
で
は
「
地
区
の
神

社
の
し
め
縄
を
作
る
人
が
い
な
い
。

紹
介
し
て
も
ら
え
な
い
か
？
」
の

声
も
あ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
元
気
で
し
め
縄

を
は
じ
め
と
し
た
藁
細
工
作
品
を

作
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
（
潮
さ
ん
は
南
部
町
老
ク
連
の

文
教
委
員
長
と
し
て
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。）

潮
　
昭
弘 

さ
ん
（
大
国
尚
寿
会
）

活
動
人

紹 

介

南部町紹介の展示コーナーにて
潮さんのしめ縄、藁細工、鏝（こて）絵が並ぶ

ねんりんピック新聞2024（シルバー産業新聞社発行）
2024年（令和6年）10月19日付
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編
集
後
記

　

毎
年
近
所
の
仲
間
と
一
緒
に
２
台
の
車
で
花

回
廊
に
行
き
、
先
ず
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
に

乗
っ
て
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
ひ
と
回
り
。
こ

の
た
び
は
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
保
育
園
の
遠

足
、
県
外
か
ら
の
団
体
客
、
車
椅
子
の
グ
ル
ー

プ
な
ど
大
勢
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
天
気
も
良
く
私
達
は
日
頃
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
齢

者
同
士
で
す
の
で
世
間
話
や
昔
話
に
花
が
咲
く

…
…
で
も
年
を
取
る
と
身
体
の
健
康
が
一
番
気

に
な
り
ま
す
。
身
体
を
動
か
し
な
さ
い
と
医
師

に
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
足
が
前
に
進
ま

ず
つ
ま
づ
く
こ
と
度
々
。

　

認
知
症
に
な
ら
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
脳
ト

レ
、
百
歳
体
操
、
趣
味
な
ど
。
ち
な
み
に
私
は

大
正
琴
が
好
き
で
趣
味
と
し
て
の
教
室
は
続
け

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

老
ク
連
の
行
事
も
で
き
る
だ
け
参
加
し
老
ク

連
の
一
員
と
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
竹
内
光
子
）

編
集
委
員
（
総
務
委
員
会
）

野
口
賢
治　
　

前
田
愼
三

垂
水
英
俊　
　

竹
内
光
子

佐
伯
一
二
美　

田
淵
千
里

（
協
力
）
原 

和
正　

庄
倉
三
保
子

（
謝
辞
）

当
連
合
会
の
活
動
は
、
南
部
町
健
康
福
祉
課
、
同
社
会
福
祉
協
議
会
の

ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

甍
み
な
ひ
か
り
に
濡
る
る
良
夜
か
な

茶
道
具
は
不
昧
好
み
や
庭
紅
葉

小
谷　

里
子
（
寺
内
）

き
ら
き
ら
と
手
折
れ
ば
こ
ぼ
る
雪
柳

雨
の
萩
小
さ
き
葉
に
置
く
銀
の
粒

大
塚
恵
美
子
（
天
津
）

閑
か
さ
や
木
の
実
に
埋
も
れ
い
る
神
社

草
陰
に
隠
れ
て
い
た
り
濃
竜
胆

石
原　

宣
子
（
東
西
町
）

神
の
留
守
神
在
社
詣
で
か
な

地
味
に
咲
き
壺
で
華
や
ぐ
枇
杷
の
花

佐
伯
み
さ
子
（
諸
木
）

草
紅
葉
風
に
委
ね
て
河
川
敷

春
う
ら
ら
一
期
一
会
の
バ
ス
の
旅

林
原　

美
鈴
（
円
山
）

洗
い
場
を
す
べ
る
滑
子
よ
ツ
ヤ
ツ
ヤ
と

明
月
や
夫
と
観
た
と
告
ぐ
る
友

池
田　

和
子
（
円
山
）

歳
時
記
を
香
り
で
感
じ
る
秋
日
和

朝
焼
け
の
寒
風
に
映
え
る
山
茶
花
の
花

岡
田　

久
男
（
高
姫
）

旅
人
に
混
り
冬
至
の
足
湯
か
な

麓
ま
で
赤
黄
緑
や
山
粧
ふ

田
淵　

千
里
（
円
山
）

俳 

句

「布絵」  天津百寿会　桑名𠮷美子

「あなたも一緒に健康長寿をめざしませんか」
老人クラブでの活動が健康長寿に有用性あり

― 日本老年学的評価研究で明らかに ―


